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様々な天然資源から有用な物質が数多く発見され、注目を集めている。
しかし、天然資源の中には、有用な物質を含んでいるにも関わらず、廃棄
されてしまうものも多い。バナナの皮も大量に廃棄される天然資源の一つ
である。バナナの皮はフィトステロールを含んでおり、この物質が5α-
reductaseを阻害することで前立腺肥大を抑制することが報告されている。

さらに、バナナの皮にはドーパミンやルチンなどのポリフェノールも含ま
れている。ポリフェノールには抗酸化作用、抗がん作用、消臭作用など
様々な有益な作用がある。このように廃棄されるバナナの皮には有用な物
質が含まれており、バナナの皮は非常に魅力的な天然資源であり、未知の
有益な作用があることが期待される。さらには、廃棄物の有効利用にもつ
ながると考えられる。
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バナナに含まれる有用成分緒言

実験及び結果

バナナの皮(1172.0 g)

メタノール抽出物 (48.2 g)

酢酸エチル移行物(0.7 g)

n-ブタノール移行物(2.8 g) 水移行物(44.7 g)

水移行物

酢酸エチル、水

n-ブタノール

有機溶媒によるバナナの皮の抽出

メタノールで還流抽出

ヒトがん細胞に対する各移行物の細胞毒性の評価 (CC50 : µg/ml)

ヒト大腸がん細胞 : HCT116株

ヒト非小細胞肺がん : A549株

0~100% メタノール溶液

HP-20によるn-ブタノール移行物の分画

A CB

fraction A（56.5 mg）

fraction B（60.4 mg）

fraction C（54.6 mg）

ヒトがん細胞に対するfraction A, B, Cの細胞毒性の評価 (CC50 : µg/ml)

(展開溶媒) : CHCl3 : MeOH : H2O＝ 6 : 3 : 0.5

UV : 254 nm

(WST-8 assay)

(Clonogenic assay)

24 h 3 days 1 - 4 h

細胞播種 薬剤添加 WST-8添加

細胞播種 薬剤添加 培地交換
コロニー
カウント

24 h 1, 3, or 7 days 6, 4, or 0  days

応用分野、実用化可能分野

医薬品 : 抗がん剤

研究概要・成果

本研究では、バナナの皮の未知の有益な作用として、抗がん作用につい
て検討を試みた。

結論

1. バナナ果皮抽出物は、HCT116, A549細胞の増殖を抑制し、そ
の中でもn-ブタノール移行物が最も強い細胞増殖抑制を示した。

2. WST-8 assay , Clonogenic assay より、 n-ブタノール移行物は
HCT116細胞に対して早期アポトーシスのみならず、後期アポ
トーシスを引き起こしていることが示唆された。

1, 2より、バナナ果皮には、がん細胞の増殖を抑制する成分が存
在することが分かった。
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